
九州大学附属図書館における
留学生支援サービス

九州大学附属図書館eリソースサービス室

工藤絵理子
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九州大学の
概要

創立 1911年

所在地 福岡県福岡市

構成員 学部生 11,800 修士 4,200 博士 2,760
教職員 7,900

学部 12学部18学府16研究院を擁する総合研究型大学
箱崎キャンパス（文、教、法、経、理、農）
病院キャンパス（医、歯、薬）
伊都キャンパス（工、システム情報、数理、地球社会）
大橋キャンパス（芸術工学）
筑紫キャンパス（総理工）※大学院のみ
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留学生データ

留学生数 1,972名（79ヶ国） 全学生の11%
内訳 学部学生 249（12.6%）

修士課程 678（34.4%）
博士課程 677（34.4%）
研究生 362（18.4%）
専門職課程 6  （0.3%）

主な出身国 中国 1,051（53.3%）
韓国 238（12.1%）
インドネシア 108  （5.5%）
マレーシア 68 （3.4%）
ベトナム 48  （2.4%）
タイ 36  （1.8%）
エジプト 34  （1.7%）
台湾 31  （1.6%）
フランス 28  （1.4%）
バングラデシュ 25  （1.3%）
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留学生受入
プログラム

正課プログラム

 国際コース（全て英語）

学部は農と工のみ、院はほぼ全ての学部にあり

非正課プログラム（交換留学）

 JLCC

毎年10月に主として国費留学生の日本語・日本文化
研修留学生を受入れ、日本語、日本文化・日本事情、
課題研究等の授業を実施。

 Japan in Today's World（JTW）

海外の本学との学生交流協定校から選抜・派遣された
学部留学生を中心に、1学期または1年間英語による
授業や自主研究を中心に専門教育を行う、日本の
（旧）国立大学で初めて開設されたコース。
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スーパー
グローバル
採択

スーパーグローバル大学創成支援事業

タイプＡ：トップ型

「世界大学ランキングトップを目指す力のある、世界
レベルの教育研究を行う大学」として採択。

 国際教養学部の設置構想

 受入留学生数

1,972名（2014年） → 4,700名（2024年）

 派遣留学生数

600名（2014年） → 3,000名（2024年）

 外国人や海外で学位を取得した教員

500名（2014年） → 1,500名（2024年）

 英語による講義を全体の25%に

国際化にますます拍車がかかっている
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九州大学
附属図書館

の概要 蔵書数 図書 410万冊
雑誌 91,000タイトル
電子ジャーナル 51,000タイトル
電子ブック 53,000タイトル

職員数 132名（うち、非常勤は56名）

図書館 中央 伊都 医学 芸工 筑紫 文系

蔵書数 85万冊 96万冊 35万冊 17万冊 14万冊 144万冊

閲覧席数 834席 750席 239席 186席 84席 43席

1日当たりの
来館者数

1,260 900 390 100 180 90
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国際交流
コーナー

（中央図書館）

• 日本語学習テキスト

• 外国語新聞

• 日本に関する図書（英語）

• 小説（英語）

• 日本の小説（英語）
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洋書コーナー
（中央図書館）

• 国際コースや留学生むけに、英語のテキストや
参考図書をまとめて配架
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これまでの取り組み

こそこそ・・・
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これまでの
軌跡

 図書館ツアー（英語）

 図書館案内（冊子：英語、中国語、韓国語）

 館内サイン（日英表記、ユニバーサルサイン）
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図書館ツアー
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変化のきっかけ

しめしめ・・・
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 平成25年4月
新入留学生オリエンテーション後のオプショナルイベント
として、中央図書館にて開催

 平成25年10月
国際部から「全キャンパスでやってほしい」との要望

図書館職員の少ないキャンパスでは、留学生センターの職
員が英語担当として、ツアーに参加

以後、定例イベントとなる（4月、10月）

変化の
きっかけ①
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13



 平成25年4月
農学部学生係（元国際部の人）から、農学部の留学生
全員（院生・学部生・研究生）にガイダンスをしてほ
しいとの要望が入る

図書館の使い方、学内PCのログイン方法などがメイン

以後、恒例イベントとなる（4月、10月）

変化の
きっかけ②
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現在の取り組み

ぼちぼち・・・
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ニーズを区別

所属学部・専攻
コミュニケーショ
ン可能な言語

図書館へのニーズ

国際コースの
学部生

農・工 英語
学修のための
資料・空間

国際コース以外の
学部生

全学部 日本語
学修のための
資料・空間

交換留学などの
短期留学生

留学生センターに
所属し、日本語・
日本文化を学ぶ

易しい日本語
英語

日本語学習資料
日本文化関係資料
（英語・日本語）

研究生
大学院生
研究者

全学部
日本語（文系）
英語（理系）

研究情報

（論文の探し方・
入手方法）
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• 学部生・交換留学生
→ 館内ツアー

• 大学院生・研究者
→ 文献検索の講習会

ただし、研究室で教えてもらえる場合も多い



図書館ツアー

 図書館主催はしない

 新入留学生オリエンテーション、またはオンデマン
ドでのみ開催（JTW、JLCCなど）

 農学部は毎学期実施、その他の学部は依頼ベース
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図書館ツアー

 課題

 混乱、混雑する
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新入留学生オリエンテーション会場 終了後会場出口で集客開始

言語別にグループ分け図書館内を時間差で案内



講習会

 国際コース
 文献の探し方（Web of Science）

 文献整理法（RefWorksまたはMendeley）

 広人文学コース

 経済学府（修士）
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 課題

 教員への働きかけ



イベント

 留学生ランチ交流会
 自国の料理をお弁当に詰めて参加してもらった

 留学生は留学生同士、日本人学生は日本人同士で仲
良くなりがち

 留学生は横のつながりがあまりない

 図書館は誰にでも門戸を開いており、入りやすい
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 課題

 企画、集客



まとめ

 国際部や学部事務との連携

 図書館学習サポーター（Cuter）の活用
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